
医療機関における
個人被ばく線量の管理について
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線量計測事業本部

令和５年度宮城県放射線技師会 放射線管理士・放射線機器管理士研修会



本日お話しする内容

・放射線はどのように広がるか︖
・防護具の活用
・関係法令と放射線の諸量
・ガラスバッジの構造と測定
・個人線量計の装着方法と線量の算定
・測定・算定の記録
・線量の引継ぎについて
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放射線はどのように広がるか︖

目に見えない放射線の広がり方



散乱線の広がり方（Ⅹ線管と散乱体）
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アンダーチューブ型の透視装置

寝台

管球

寝台

管球

オーバーチューブ型の透視装置

オーバーチューブ型の透視装置の方が患者からの散乱線による被ばく線量が多い。



散乱線の広がり方（オーバーテーブルチューブ）

5藤淵俊王 医療分野における職業被ばくと放射線防護改正 電離則広報事業お役立ちコンテンツ



散乱線の広がり方（アンダーテーブルチューブ）

6藤淵俊王 医療分野における職業被ばくと放射線防護改正 電離則広報事業お役立ちコンテンツ



散乱線の広がり方（CT）

7
藤淵俊王 医療分野における職業被ばくと放射線防護改正 電離則広報事業お役立ちコンテンツ



防護具の活用
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防護用具の活用（防護衣、ネックガード、防護メガネ）
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千代田テクノルWebカタログ



防護用具の活用（天吊り防護板）
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千代田テクノルWebカタログ



散乱線の広がり方（オーバーテーブルチューブ）

11藤淵俊王 医療分野における職業被ばくと放射線防護改正 電離則広報事業お役立ちコンテンツ



散乱線の広がり方（アンダーテーブルチューブ）

12藤淵俊王 医療分野における職業被ばくと放射線防護改正 電離則広報事業お役立ちコンテンツ



心臓専門医師の頭頸部癌 調査

• 心臓専門医の脳腫瘍︓85%は頭部の左側に発生しているとの報告（オランダの学会誌）
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関係法令と線量限度
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なぜ、放射線業務従事者はガラスバッジが必要なのか︖

法令で被ばく線量の測定・記録の保管などが定められている
ため。

主な関係法令
• 放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則（RI法施行規則）
• 電離放射線障害防止法施行規則（電離則）
• 医療法施行規則
• 獣医療法施行規則
• 人事院規則
• 東日本大震災により生じた放射性物質により汚染された土壌等を除染するための業務等に

係る電離放射線障害防止規則（除染電離則）
など
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なぜ、防護する必要があるのか︖

電離放射線障害防止規則
（放射線障害防止の基本原則）
第一条 事業者は、労働者が電離放射線を受けることをできるだけ少なくするように

努めなければならない。
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関係法令で定められている外部被ばく測定の主な内容

1.外部被ばく線量測定

2.線量計の装着方法

3.測定記録の管理

4.線量限度

5.放射線業務従事者へ被ばく線量の通知
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線量限度
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線量限度線量限度項目

5 mSv/3月女子、3月計

実効線量 50 mSv/年年度計

100 mSv/5年ブロック5年計

50 mSv/年眼の水晶体 年度計

等価線量
100 mSv/5年眼の水晶体ブロック5年計

500 mSv/年皮膚、年度計

2 mSv/妊娠期間女子腹部表面、妊娠期間

3月計 ︓4月1日を始期とする四半期ごとに区分した期間
年度計 ︓4月1日を始期とする1年間ごとに区分した期間
ブロック5年計︓平成13年4月1日を始期とする以後5年間ごとに区分した期間



眼の水晶体の等価線量限度変更

 放射線同位元素等の規制に関する法律（原子力規制委員会）

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則（RI規制法施行規則）

公布日︓令和2年3月18日 施行日︓令和3年4月1日
 医療法（厚生労働省）

医療法施行規則
公布日︓令和2年4月1日 施行日︓令和3年4月1日

 労働安全衛生法（厚生労働省）

電離放射線障害防止規則（電離則）

公布日︓令和2年4月1日 施行日︓令和3年4月1日
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放射線業務従事者の眼の水晶体に受ける等価線量の限度の引き下げ

放射線業務従事者の眼の水晶体に受ける等価線量が、５年間につき100mSvかつ１年間
につき50mSvを超えないようにしなければならない。

 ５年間の途中新たに放射線業務従事者となった場合、その放射線業務従事者が前の事業場から交付された線量
の記録により、５年間の始期以降の被ばく線量を確認が必要。

 健康診断を行う年の前年１年間に、眼の水晶体の等価線量が20mSv超過、かつ当年１年間に眼の水晶体の等価
線量が20mSvを超えるおそれのある方については、電離放射線健康診断の白内障に関する眼の検査を省略する
ことは適当ではない。この場合、白内障に関する眼の検査は、眼科医により行われることが望ましい。
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眼の水晶体の等価線量限度

・150 mSv/年【旧】
〜令和3年3月31日

・100 mSv/5年
かつ

・ 50 mSv/年
【現行】

令和3年4月1日〜



放射線の諸量
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放射線の諸量

・物理量︓放射線による物理的な応答を直接測定した量
・防護量︓ICRPによる放射線防護のために用いられる量

＜防護量の例＞
実効線量、等価線量

・実用量︓それを測定することによって、防護体系に適合することが立証されるような量。
＜実用量の例＞

周辺線量当量、方向性線量当量
個人線量当量 （1cm線量当量、3mm線量当量、70μm線量当量）
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測定の目的とする量（実用量）

• 1cm線量当量
実効線量を算定するための量。実効線量を安全側に評価するために導入。

• 3mm線量当量
眼の水晶体の等価線量を算定するための量。水晶体上皮細胞の実効深さ＝3mm

• 70μm線量当量
皮膚の等価線量を算定するための量。皮膚表面から基底細胞層（幹細胞）までの
距離＝70μm
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人体の表面から深さdcmの点における組織の吸収線量に線質係数を乗じたもの



放射線の諸量－行政による定義

実用量と防護量は量の定義が異なるため理論的に対比することが不可能であるが、法
令により実用量の量と防護量の量を同一定義し、対比することを可能とする。

「線量限度は、防護量で表され、その限度が遵守されていることは該当する実用量の測定
によって立証される。」（ICRP Pub74）
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令和２年10月27日 基発1027第４号
電離放射線障害防止規則の一部を改正する省令等の施行等 について

実効線量については、１センチメートル線量当量について測定すること。

眼の水晶体に受ける等価線量については、３ミリメートル線量当量を測定すること。
ただし、 眼の水晶体に受ける等価線量を１センチメートル線量当量又は 70 マイクロ
メートル線量当量のうちいずれか適切なものによって算定する場合は、１センチメー
トル線量当量及び 70 マイクロメートル線量当量、中性子線については、１センチ
メートル線量当量 について測定すること。

新 93 号告示 では、眼の水晶体の等価線量について、３ミリメートル線量当量により
算定することを原則としつつ、１センチメートル線量当量 及び 70マイクロメー トル
線量当量を測定、確認することによって３ミリメートル線量 当量が新電離則で定める
眼の水晶体の等価線量限度を超えないように管理することできる場合には、１センチ
メートル線量当量又は70 マイクロメートル線量当量による算定でも差し支えないこ
ととしたこと 。

皮膚の等価線量 （末端部の皮膚の等価線量を除く）については、70 マイクロメート
ル線量当量（中性子線については、１センチメートル線量当量）について測定するこ
と。
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物理量
・カーマ(Gy)
・吸収線量(Gy)
・照射線量(C/kg)
・フルエンス Φ

電離箱線量計

実用量
（場の測定）

・周辺線量
当量

・方向性線量
当量

サーベイ
メータ

実用量
(個人線量当量)

・1cm線量当量
Hp(10)

・3mm線量当量
Hp(3)

・70μm線量当量
Hp(0.07)

個人線量計

Hp(10)＝実効線量

等価線量
Hp(3) =水晶体
Hp(0.07)=皮膚

年線量限度

・実効線量限度
100mSv/5年
50mSv/年

・等価線量限度
眼の水晶体
100mSv/5年

50mSv/年
皮膚
500mSv/年

防護量

・実効線量
・等価線量

放射線諸量と
個人線量管理

対
比
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ガラスバッジの構造と測定
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ガラスバッジの内部構造
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ガラスプレート
（X線、γ線、β線を測定）

固体飛跡検出素子 CR39
（プラスチック製︓中性子を測定）



ガラスバッジの測定原理
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①ガラスプレートに放射線が当たる。 ②ガラスプレート内に蛍光中心が形成される。

③紫外線を当てると蛍光中心が蛍光する。 ④光検出器で蛍光量を測定し計算する。



ガラスバッジの構造
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プラスチック
（薄）

プラスチック
（厚）

Al Cu Sn

10 Gy

X線（25 keV）

CCR-P
（CR-39検出器）
測定線種：中性子線上ケース

下ケース

クリップ

ガラスプレート
（蛍光ガラス検出器）
測定線種：Ｘ線・γ線

β線



ガラスバッジで様々な放射線の種類を測定できる理由
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蛍光量パターンから放射線
の種類・エネルギー情報を、
蛍光強度から量の情報を得
て、被ばく線量を計算して
います。



個人線量計の装着方法
と線量算定
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個人線量計の装着方法【パターン① 体幹部均等被ばく】
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＋
末
端
部

①男性は胸部、女性は腹部に
ガラスバッジを1個装着
（電離則第八条第三項の第一号）

※ 体幹部よりも末端部の方が、多く放射線を受ける
場合、ガラスリングを装着（電離則第八条第三項
の第三号）



個人線量の算定方法【パターン①】
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体幹部均等被ばく︓胸部または腹部
算定方法算定項目

胸部または腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量実効線量

胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量

【ガラスリングを使用した場合】
●パートタイム方式※1

「胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量」 + 「ガラスリングの70μm線量当量」
●フルタイム方式※2

「胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量」と「ガラスリングの70μm線量当量」の最大値

等価線量
(皮膚)

胸部または腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量と70μm線量当量の最大値等価線量
(水晶体)

腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量等価線量
(女子腹部表面)

※1 ガラスリングを必要時に装着している場合（デフォルト設定）
※2 ガラスリングを常に装着している場合



個人線量計の装着方法【パターン② 体幹部均等被ばく + 眼の近傍】
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＋
末
端
部

①男性は胸部、女性は腹部に
ガラスバッジを装着

②眼の水晶体の等価線量が管理基準に近づく、超えるおそれがある場合

眼の近傍（防護メガネの内側）に
眼の水晶体用線量計を装着

※ 体幹部よりも末端部の方が、多く放射線を受ける場合、ガラスリン
グを装着（電離則第八条第三項の第三号）



個人線量の算定方法【パターン②】
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体幹部均等被ばく︓胸部または腹部 ＋ 眼の近傍
算定方法算定項目

胸部または腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量実効線量

胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量

【ガラスリングを使用した場合】
●パートタイム方式※1

「胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量」 + 「ガラスリングの70μm線量当量」
●フルタイム方式※2

「胸部または腹部に装着したガラスバッジの70μm線量当量」と「ガラスリングの70μm線量当量」の最大値

等価線量
(皮膚)

水晶体用線量計の3ｍｍ線量当量等価線量
(水晶体)

腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量等価線量
(女子腹部表面)

※1 ガラスリングを必要時に装着している場合（デフォルト設定）
※2 ガラスリングを常に装着している場合



個人線量計の装着方法【パターン③ 体幹部不均等被ばく】
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①男性は胸部、女性は腹部の
防護衣の にガラスバッジを装着

②頭頸部の防護衣の に
のガラスバッジを装着

(頸部用防護衣使用時も外側)
（電離則第八条第三項の第二号）

※ 体幹部よりも末端部の方が、多く放射線を受ける場合、
ガラスリングを装着（電離則第八条第三項の第三号）

＋
末
端
部



個人線量の算定方法【パターン③】
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体幹部不均等被ばく︓胸部または腹部 ＋ 頭頸部
算定方法算定項目

実効線量 = 0.08Ha + 0.44Hb + 0.45Hc + 0.03Hm…1）
Ha︓頭頸部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hb︓胸部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hc︓腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hm︓Ha、Hb、Hcのうちの最大の1cm線量当量

※鉛防護衣ーを着け、頭頸部と防護衣ー 内側に2個装着した場合について考えてみます。
Hcの測定値がないので、 Hc＝Hb…2）であると考え、また通常であれば Hm=Ha…3）が成り立ちますので、
1）に2）と3）を代入すると、1）は次のとおりとなります。

実効線量＝0.11Ha + 0.89Hb（Hc）…4）

実効線量

胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値
【ガラスリングを使用した場合】
●パートタイム方式※1

「胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値」 + 「ガラスリングの70μm線量当量」
●フルタイム方式※2

「胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値」と「ガラスリングの70μm線量当量」の最大値

等価線量
(皮膚)

頭頸部に装着したガラスバッジの1cm線量当量と70μm線量当量の最大値等価線量
(水晶体)

腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量等価線量
(女子腹部表面)

※1 ガラスリングを必要時に装着している場合（デフォルト設定）
※2 ガラスリングを常に装着している場合

頭頸部用と胸部(腹部)用の
ガラスバッジを逆に装着すると
正しく算定できなくなる。



個人線量計の装着方法【パターン④ 体幹部不均等被ばく + 眼の近傍】

①男性は胸部、女性は腹部の
防護衣の にガラスバッジを装着

②頭頸部の防護衣の に
のガラスバッジを装着

(頸部用防護衣使用時も外側)

③眼の水晶体の等価線量が管理基準に近づく、超えるおそれがある場合

眼の近傍（防護メガネの内側）に
眼の水晶体用線量計を装着

※ 体幹部よりも末端部の方が、多く放射線を受ける場合、ガラスリ
ングを装着（電離則第八条第三項の第三号）
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＋
末
端
部



個人線量の算定方法【パターン④】
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体幹部不均等被ばく︓胸部または腹部 ＋ 頭頸部 ＋ 眼の近傍
算定方法算定項目

実効線量 = 0.08Ha + 0.44Hb + 0.45Hc + 0.03Hm…1）
Ha︓頭頸部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hb︓胸部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hc︓腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量
Hm︓Ha、Hb、Hcのうちの最大の1cm線量当量

※鉛防護衣ーを着け、頭頸部と防護衣ー 内側に2個装着した場合について考えてみます。
Hcの測定値がないので、 Hc＝Hb…2）であると考え、また通常であれば Hm=Ha…3）が成り立ちますので、
1）に2）と3）を代入すると、1）は次のとおりとなります。

実効線量＝0.11Ha + 0.89Hb（Hc）…4）

実効線量

胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値
【ガラスリングを使用した場合】
●パートタイム方式※1

「胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値」 + 「ガラスリングの70μm線量当量」
●フルタイム方式※2

「胸部、腹部または頭頸部に装着したガラスバッジの70μm線量当量の最大値」と「ガラスリングの70μm線量当量」の最大値

等価線量
(皮膚)

水晶体用線量計の3ｍｍ線量当量等価線量
(水晶体)

腹部に装着したガラスバッジの1cm線量当量等価線量
(女子腹部表面)

※1 ガラスリングを必要時に装着している場合（デフォルト設定）
※2 ガラスリングを常に装着している場合

頭頸部用と胸部(腹部)用の
ガラスバッジを逆に装着すると
正しく算定できなくなる。



個人線量計の装着方法

※ 体幹部よりも末端部の方が、多く放射線を受ける場合は末端部を各パターンに追加
41

体幹部均等被ばく︖

水晶体の等価線量が管理基準を
超える恐れがあるか︖

水晶体の等価線量が管理基準を
超える恐れがあるか︖

Yes

No

No

No

パターン①
胸部または腹部

パターン②
胸部または腹部
＋ 眼の近傍

パターン④
胸部または腹部
＋ 頭頸部
＋ 眼の近傍

パターン③
胸部または腹部
＋ 頭頸部

体幹部均等被ばく（防護衣なし）

体幹部不均等被ばく（防護衣あり）

Yes

Yes



水晶体用線量計 DOSIRISの装着

• 装着の都度、白い検出部が目じりの位置にあるよう調整をお願いします。
• 白い検出部がメガネの内側にあることを確認ください。
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測定・算定の記録

ガラスバッジの報告書

43



事業所用
個人線量算定値管理票
(実効線量および等価線量)

個人線量登録依頼いただいた場合に記載

個
人
線
量
・
認
定
線
量
登
録
値
の
場
合
、
コ
ー
ド
を
記
載

①

②

主な記載内容
① 各使用期間における実効線量、

等価線量
• X︓検出限界未満

② 現ブロック5年間および各年度
の実効線量、等価線量(水晶体)

• X件数︓検出限界未満の回数
• X=0.0mSvとして集計

③ マティ申請(妊娠期間の申し込
み)いただいた場合、妊娠期間
の実効線量、等価線量の累積
値および累積期間

③

③

44
・電離則では、３０年間保存！ ・RI規制法では、永久保存！（5年保存後に指定機関へ引渡しが可能）



報告数値の表記について
検出限界未満とは「X」で表わされています。※各社の表記を御確認ください
5 mSv以下の者(上記を除く)→ 0.1mSv~5mSv

45



事業所用
個人線量測定値管理票
(各線量計の測定値)

①

② ③

④

④

主な記載内容
① 各使用期間における1cm線量

当量、70μm線量当量、3mm
線量当量

• X︓検出限界未満
• 各型式の測定対象外の項目は空欄

② X線成分比
X・γ線の測定値に対してX線
(実効エネルギー80keV未満)が占める
割合をコード化して表示
A︓100〜81%、B︓80〜61%、
C︓60〜41%、D︓40〜21%、
E︓20〜0%

• X線用ガラスバッジ、ガラスリン
グおよびDOSIRISの場合は空欄

③ X線エネルギー
X線のエネルギーを推定できた
場合の実効エネルギー

④ マティ申請(妊娠期間の申し込
み)いただいた場合、妊娠期間
の1cm線量当量、70μm線量
当量、3mm線量当量の累積値
および累積期間
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個人配布用
個人用報告書

主な記載内容
① 項目名の行に記載された各期

間における実効線量、等価線
量および1cm線量当量、
70μm線量当量、3mm線量当
量

• X︓検出限界未満

② 現ブロック5年間および各年
度の実効線量、等価線量(水晶
体)

• X件数︓検出限界未満の回数
• X=0.0mSvとして集計

③ マティ申請(妊娠期間の申し込
み)をいただいた場合、妊娠期
間の実効線量、等価線量の累
積値および累積期間

※ 電離則第九条第三項 事業者
は、放射線業務従事者に同項
各号に掲げる線量を、遅滞な
く、知らせなければならない。 47

①

②

③



線量の引継ぎについて

48



線量の引継ぎの根拠

令和2年度～令和4年度にかけて行われた電離健診対象医療機関に対する自主
点検でも前所属事業場での被ばく線量を把握しているかどうかが調査項目と
なっていました。
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線量の引継ぎの根拠

• 基発 1027 第4号 令和2年10月27日

電離放射線障害防止規則の一部を改正する
省令等の施行等 について

• 基発第 253 号 平成13年3月30日

労働安全衛生規則及び電離放射線障害
防止規則の一部を改正する省令の施行
等について

50



被ばく管理上の注意

• 事業所を異動する/異動してくる場合
他の事業所での線量も含めて線量限度を超えないように管理する必要があります

例

A病院は千代田太郎さんに放射線業務から外れた日までの線量の記録を渡す必要があります

B病院は千代田太郎さんに前の事業所(A病院)から交付された線量の記録を確認する必要があります

Ａ病院 B病院

実効線量限度
100 mSv/5年 かつ 50 mSv/年
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千代田テクノルでの対応

52

「個人線量登録サービス」（無料）

千代田テクノルでは、他社の報告書等の
控えを提出いただければ、他社の線量計
をお使いいただいた期間の線量を登録し、
個人線量算定値管理票等に記載している
累積線量に反映させることが可能です。

＊千代田テクノルでは個人毎に独自の個人
コードを付与しております。

前事業所がガラスバッジをお使いの場合、

個人コードが引き継がれ累積されるので、

個人線量登録は不要です。

（前事業所の線量把握は必要）



ご清聴ありがとうございました。
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